
多
国
籍
軍
・
自
衛
隊
は
撤
退
し
、
イ
ラ
ク
人
の
イ
ラ
ク
を

自
衛
隊
法
の
改
悪
反
対

一
月
三
〇
日
に
行
わ
れ
た
イ
ラ
ク
暫
定
国
民
議
会
選
挙
で
「
統
一
イ
ラ
ク
同
盟
」
が
単
独
過
半
数
の
一

、

四
〇
議
席
を
獲
得
し
て
、
第
一
党
に
な
り
ま
し
た
「
統
一
イ
ラ
ク
同
盟
」
は
「
完
全
な
主
権
を
も
っ
た

。

、

統
一
イ
ラ
ク
の
実
現
「
多
国
籍
軍
の
撤
退
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
設
定
」
を
公
約
に
掲
げ
て
の
勝
利
で
し
た
。

」

バ
グ
ダ
ッ
ド
大
学
の
政
治
学
教
授
は
「
統
一
イ
ラ
ク
同
盟
が
米
軍
撤
退
に
む
け
た
交
渉
を
行
う
と
表
明
し

、

」

。

、

、

た
こ
と
が
勝
利
の
重
要
な
原
因

と
し
て
い
ま
す

一
方

国
民
の
二
割
を
し
め
る
ス
ン
ニ
派
の
多
数
が

占
領
下
で
の
選
挙
に
異
議
を
唱
え
ま
し
た
。
米
軍
が
総
攻
撃
を
繰
り
返
し
た
フ
ァ
ル
ー
ジ
ャ
で
の
投
票
率

は
わ
ず
か
二
％
で
し
た
。

選
挙
後
も
各
地
で
戦
闘
や
爆
弾
攻
撃
が
相
次
い
で
い
ま
す
。
モ
ス
ク
前
で
自
動
車
爆
弾
が
爆
発
し
一
三

人
が
死
亡
、
バ
グ
ダ
ッ
ド
な
ど
で
爆
弾
事
件
が
三
件
発
生
し
七
人
が
死
亡
、
イ
ラ
ク
警
察
と
武
装
勢
力
と

の
銃
撃
戦
で
一
〇
人
が
死
亡
し
六
五
人
が
負
傷
、
ト
ラ
ッ
ク
運
転
手
と
み
ら
れ
る
二
〇
人
の
遺
体
が
発
見

さ
れ
て
い
ま
す
。
イ
ラ
ク
の
著
名
な
政
治
評
論
家
は
「
選
挙
に
参
加
し
た
国
民
も
、
棄
権
し
た
国
民
も
占

。

、

、

領
終
結
を
望
ん
で
い
る

米
政
権
が
イ
ラ
ク
国
民
の
こ
の
願
い
を
無
視
す
れ
ば

情
勢
は
さ
ら
に
混
迷
し

危
険
な
も
の
と
な
る
で
し
ょ
う
」
と
「
統
一
イ
ラ
ク
同
盟
」
の
公
約
の
実
現
、
占
領
軍
の
撤
退
が
重
要
だ

、

と
指
摘
し
て
い
ま
す
。

ポ
ル
ト
ガ
ル
は
、
二
月
一
〇
日
に
、
派
遣
兵
士
全
員
の
帰
国
を
完
了
し
ま
し
た
。
モ
ル
ド
バ
も
一
一
日

撤
兵
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
イ
ラ
ク
に
派
兵
し
た
三
七
ヶ
国
の
う
ち
一
一
ヶ
国
が
撤
兵
を
完
了
し
ま
し

た
。
自
衛
隊
が
宿
営
し
て
い
る
サ
マ
ワ
で
は
、
オ
ラ
ン
ダ
軍
が
撤
退
し
た
こ
と
に
よ
り
、
イ
ギ
リ
ス
軍
が

任
務
を
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。
自
衛
隊
は
、
二
月
四
日
で
給
水
活
動
を
「
基
本
的
に
終
了
」
し
た
こ
と
を
明

ら
か
に
し
ま
し
た
。
政
府
は
、
派
兵
の
理
由
を
「
人
道
復
興
支
援
」
と
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
も
っ
と
も

中
心
的
な
も
の
が
給
水
活
動
で
し
た
。
派
遣
さ
れ
た
自
衛
隊
の
任
務
が
終
了
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
直

ち
に
撤
退
す
べ
き
で
す
。

沖
縄
駐
留
の
米
第
三
一
海
兵
遠
征
隊
が
イ
ラ
ク
の
フ
ァ
ル
ー
ジ
ャ
攻
撃
に
主
力
部
隊
と
し
て
参
加
し
て

い
ま
し
た
。
こ
の
部
隊
は
、
自
爆
攻
撃
や
ロ
ケ
ッ
ト
弾
に
よ
る
攻
撃
を
受
け
、
五
〇
人
が
死
亡
し
、
二
二

一
人
が
負
傷
し
ま
し
た
。
普
天
間
（
沖
縄
）
基
地
、
岩
国
（
山
口
）
基
地
に
所
属
す
る
輸
送
ヘ
リ
な
ど
が

フ
ァ
ル
ー
ジ
ャ
攻
撃
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
自
衛
隊
の
派
遣
と
と
も
に
、
在
日
米
軍
基
地
が
イ
ラ
ク

戦
争
の
前
線
基
地
に
な
っ
て
い
ま
す
。
許
さ
れ
な
い
こ
と
で
す
。

日
本
側
は
外
務
大
臣
と
防
衛
庁
長
官
、
米
側
は
国
務
長
官
と
国
防
長
官
が
参
加
す
る
日
米
安
全
保
障
協

議
委
員
会
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
日
米
の
軍
事
的
な
共
同
行
動
を
す
す
め
る
た
め
の
協
議

が
行
わ
れ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
日
本
政
府
が
昨
年
一
一
月
に
決
定
し
た
「
防
衛
計
画
の
大
綱
」
は
、
北
朝

鮮
を
「
不
安
定
要
因
、
中
国
を
「
今
後
も
注
目
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
」
と
明
記
し
、
事
実
上
の
仮
想
敵

」

国
扱
い
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
小
泉
政
権
は
、
海
外
派
兵
を
自
衛
隊
の
「
本
来
任
務
」
に
し
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
自
衛
隊
法
の
改
悪
案
は
、
首
相
の
承
認
を
得
る
い
と
ま
が
な
い
「
緊
急
」
の
場
合
を

想
定
し
、
防
衛
庁
長
官
が
「
弾
道
ミ
サ
イ
ル
を
）
破
壊
す
る
措
置
を
と
る
べ
き
旨
を
命
じ
る
」
と
し
て
い

（

ま
す
。
緊
急
を
理
由
に
、
戦
争
の
発
端
が
、
現
場
の
判
断
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
仮
に
ミ

サ
イ
ル
が
発
射
さ
れ
た
場
合
で
も
、
そ
の
情
報
は
、
す
べ
て
ア
メ
リ
カ
軍
か
ら
の
情
報
で
す
。
政
府
が
繰

り
返
し
表
明
し
て
き
た
「
集
団
的
自
衛
権
は
憲
法
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
て
は
い
な
い
」
を
自
ら
踏
み
外
す

こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
絶
対
に
許
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

私
た
ち
は
、
日
本
政
府
に
、
次
の
こ
と
を
強
く
求
め
ま
す
。

一
、
イ
ラ
ク
か
ら
の
多
国
籍
軍
撤
退
と
、
イ
ラ
ク
人
に
よ
る
イ
ラ
ク
の
実
現
に
む
け
て
努
力
す
る
こ
と

一
、
自
衛
隊
は
イ
ラ
ク
か
ら
直
ち
に
撤
退
す
る
こ
と

一
、
自
衛
隊
法
の
改
悪
案
を
撤
回
す
る
こ
と

右
決
議
し
ま
す
。

二
〇
〇
五
年
二
月
一
九
日

埼
玉
県
高
等
学
校
教
職
員
組
合
第
三
〇
七
回
拡
大
中
央
委
員
会


